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第12回

イラストでわかる
インターネットのABC

この連載も今回で12回目を迎えます。変化の激しいイン
ターネットですが、この1年間だけでも、さまざまな点で
変わってきています。今回は、いつものお話をちょっと休
んで、こうした変化、特に新しいデータリンクについて眺
めてみたいと思います。

いろんなデータリンク
安くて速い「線」が欲しい！
行きは、ちょびっと、帰りは、どっと！！
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験段階ですが、10Gbpsのイーサネッ

トも登場しています。このほか、アナロ

グ電話回線やISDNを用いたダイアル

アップ接続、高速デジタル回線による

専用回線接続、さらには「ATM」（非同

期転送モード）と呼ばれるギガビットク

ラスのデータリンクなど、状況に応じて

さまざまな技術が利用されています。

こうしたデータリンクの利用形態は、

大きく2種類に分けられます。

1つ目は、インターネットの基幹部分

を構成するためのバックボーン用のデ

ータリンクです。これは離れた地点を

接続し、かつ大量のデータを高速な伝

送速度でやり取りできます。たとえば、

ATMの技術の1つである「OC-48」と

いう技術では、遠く離れた2点間を

2.4Gbpsの速度で結べます。また、ギ

ガビットイーサネットは、キャンパスや

オフィス内のネットワークの基幹部分

を構成するデータリンクとして用いら

れています。

これに対して、ネットワークの支線を構

成するために用いられるデータリンク

もあります。特に、自宅や小さなオフィ

スをインターネットに接続するための

回線は「アクセス回線」と呼ばれ、最近

では、「ラストワンマイル」（Last One

Mile。最近は、First One Mileと呼ぶ

ことが増えている）をどうするかという

問題が、特に注目を集めています。

さて、バックボーンネットワークのた

めのデータリンクについては、また別

の機会に取り上げることとして、ここ

ではこのアクセス回線について見てい

くことにしましょう。

INTERNET magazine 2000/9 347データリンク：イーサネットや無線LAN、ISDNなど実際に通信する際に用いる通信ネットワークの総称。

インターネットは、さまざまな種類の

データリンクを用いて構成されていま

す。この連載でも取り上げたイーサネ

ットは、オフィスやキャンパス内のネッ

トワークなど、いわゆる「LAN」と呼ば

れるネットワークを構成するために用

いられています。このイーサネットも、

開発当初は10Mbps（10Base-T）と

いう通信速度でしたが、現在では100

Mbpsの100Base-TXが主流となり、

一部では1Gbpsのギガビットイーサネ

ットが利用されています。また、まだ実
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どの無線通信技術を利用したデータ

リンクも登場していますが、設備投資

などの点から普及にはもう少し時間が

かかりそうです。

これに対して、現在もっとも注目され

ているのは、すでに家庭などに引き込

まれている線、つまりケーブルテレビ

の線や電話「線」を活用する手段です。

ケーブルテレビインターネットや「x

DSL」（加入者デジタル回線）と呼ばれ

るデータリンクは、こうした発想から

登場しているのです。家と電話局の間

の距離や雑音レベルなど、どんな条件

でも利用できるわけではないといった

問題点もありますが、既設の線を利用

することで、そのコストを削減できる

のです。インターネットをヘビーに利

用したいという需要が増え続けている

現在、しばらくの間、重要な役割を果

たす技術だと言えるでしょう。

バックボー

ンネットワークはみ

んなが共有して利用する部分

ですから、コスト面で多少高価であっ

ても、多くの人で分担して負担すれ

ば、1人あたりの負担額はそう高くあ

りません。

しかし、アクセス回線はそれを利用す

る人だけの負担となりますから、利用

したいデータ量が多いからと言ってそ

う簡単に高速な回線を導入できませ

ん。ですから、どれだけ安価に高速な

回線を用意できるかが問題となるので

す。特に、インターネットの利用が多

くなるにつれ、必要なときだけ接続す

るダイアルアップ接続型から、常に接

続してい

る常時接続型の需要

が高くなってきますから、そうした形

態に対応したデータリンクが不可欠

なのです。

データリンクのコストは、利用する機

器のコストとそれらを接続する「線」

の設置コストが主となります。特に線

の設置コストは非常に大きく、これを

いかに削減するかが1つの課題となっ

ています。各家庭に光ファイバーを引

き込むという計画も進行しています

が、それが実現するのはまだまだ先の

話です。現状では、いま、家庭に引き

込まれている線を有効に活用するか、

線を引き込まずに通信する仕組みを

利用するしかないのです。また、「WLL」

（Wireless Local Loop）や衛星通信な

光ファイバー：光通信の伝送路として用いる太さ0.1mmほどのガラス繊維。中心部の屈折率を周縁部よりも高くした二重構造になっている。インターネットマガジン／株式会社インプレスR&D
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ることで、比較的安価に快適な環

境を利用できます。このようなデータ

リンクを「非対称回線」と呼んでおり、

多くのケーブルテレビインターネット

やxDSLの1つであるADSLにおいて、

ダウンリンクが500kbps～数M bps

程度、アップリンクが数十kbps～

300 kbps程度というサービスが提供

されているのです。非対称回線は、イ

ンターネットから大量の情報を取得す

ることが主な利用形態であるという

ヘビーユーザーに適したデータリンク

となっています。ですから、今後スト

リームメディアやゲームといったマル

チメディア型の情報が増えるにつれ、

重要なデータリンクとなるでしょう。

現在は利用できる地域がまだまだ限

られていますが、より広範囲への普及

が望まれるところです。
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もう1つの

コストである「利

用する機器」についても

考えてみましょう。通信機器は

高速な通信を実現しようとすればする

ほど高価になってきます。特に、高速

なデータ信号を送り出す機器は高価

です。したがって、高速な回線を双方

向で利用するには、必然的に高価な機

器が必要となります。しかし、同じ速

度の回線を取り扱うための機器を見

ると、1ポートの回線を制御する機器

と比べても、たとえば10ポートの回線

を制御する機器は10倍の値段がする

わけではありません。せいぜい数倍と

いったところでしょう。つまり、多くの

利用者の相手をする「局」側には高速

な信号を送り出せる機器を設置し、

個々の家には、高速な信号は受けられ

るが送り出しはそれほど速くはない、

比較的安価な装置を設置できれば、全

体のコストも各利用者の負担も抑え

られるはずです。

ところで、インターネットを利用してい

るようすをよく眺めてみると、多くの

場合は、利用者側からデータの要求を

出し、その結果をインターネット側か

ら受け取るという状況になっていま

す。これは、利用者側からインターネ

ットへ流れるデータの量は「このデー

タが欲しい」と要求するだけですから

あまり多くなく、それとは逆に、結果

であるテキストや画像などといったデ

ータは大量にインターネット側から利

用者へと流れていることを意味してい

ます。

つまり、利用者側からインターネット

側（これをアップリンクと呼ぶ）への

通信はあまり高速である必要はなく、

インターネット側から利用者側（ダウ

ンリンク）への通信が高速であれば、

比較的快適な通信環境を実現できる

のです。このように、ダウンリンクは

高速だがアップリンクはそれほど高

速ではないというデータリンクを用い

ADSL（エー・ディー・エス・エル／Asymmetric Digital Subscriber Line）：既存の電話線を利用した高速デジタルデータ通信技術。下り（電話局→家庭）の伝送速度は数
Mbpsで、上り（家庭→電話局）の電送速度の10～100倍になるのが特徴。日本ではNTT東日本と西日本、東京めたりっく通信などが試験サービスを開始している。

次回予告

次回は「トランスポート」の話に戻り、

まずは「UDP」について詳しく見てい

きたいと思います。
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